
 
 
 筋萎縮性側索硬化症用剤「リルテック錠 50」の払い出し方法を以下のように変更しました。 

 遮光袋の有無 

変更前 変更後（2月中旬以降～） 

PTP包装 有 無 

粉砕化 有 有 

一包化 有 一包化廃止（＊着色のため） 

＊PTP包装から取り出した場合には 7日の保管で着色が認められるため 

 

 

  

 

No.87  2018.2.28 

山口大学病院 薬剤部 DI ｾﾝﾀｰ 

月 1回刊行（℡ 22-2668） 

 
 
 
 
  

                        
 

 2018年1月29日の医療経営センター会議において、後発医薬品の採用が審議され、承認されましたので報告しま

す。後発医薬品のオーダ開始日は3月13日（火）の予定です。詳細は下記の表をご参照下さい。 

 

ＤＩ EXPRESS 2018.2 

筋萎縮性側索硬化症用剤「リルテック錠50」の払い出し方法変更のお知らせ 

後発医薬品切り替え（第11弾）のお知らせ 

                        
 

 平成 30 年 1 月 10 日付でオーダを一時停止していたドパミン作動薬「カバサール錠 0.25 ㎎」について、供給

制限が解除され、安定した供給が可能となりましたので、平成 30年 2月 27日（火）からオーダを再開しました。 

 

 

 

ドパミン作動薬「カバサール錠0.25mg」オーダ再開のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

                        
 

 局所止血剤「アルト原末(500mg)」について、一部の製剤試験を実施せずに出荷されていたことが判明したため

自主回収となりました。当院に該当ロット製品が多数納品されていたため、院内に在庫されていた当該製品を回

収し、新しい製品と交換を行いました。 

つきましては、院内に在庫されている「アルト原末(500mg)」において、交換していない製品があれば、薬剤部

DI センター（内線 2668）までご連絡下さい。 

現在まで本件に起因すると考えられる健康被害の報告はありません。 

 

 
 
 持効性抗精神病剤「リスパダールコンスタ」について、複数の医療機関から、本製品の投与中に突然シリンジ

のプランジャーが押せなくなるとの報告が増えています。 

現在、本事象の原因調査を実施中ですが、根本原因はまだ特定されておりません。調査結果が分かり次第、報

告させて頂きます。 

本事象が発生した際は、不具合品を回収させて頂きますので、薬剤部 DIセンター（内線 2668）までご連絡下さ

い。 

 

持効性抗精神病剤「リスパダールコンスタ」の不具合のお知らせ 

局所止血剤「アルト原末（500mg）」自主回収のお知らせ 

 
 
◎オラネジン消毒液1.5%、アプリケータ10mL、アプリケータ25mL（一般名：オラネキシジングルコン酸塩）＜外皮用殺菌消

毒剤＞ 

 術前消毒時に本剤が眼に流入し、角膜・結膜の障害（びらん、混濁等）を発現した症例が報告されています。

本剤使用時には、特に本剤が眼や耳に流入しないよう保護対策を行ったのち、注意して塗布してください。 

 

保護対策の具体的事例（大塚製薬 本剤使用時のお願いより引用） 

●眼球保護法 

・眼瞼上に角膜保護用テープをすきまなく貼付し、その周囲を防水性のあるサージカルテープで補強する。角膜

保護用テープを方向を変えて2枚貼付して補強してもよい。 

・眼瞼上に折り畳んだガーゼをのせ、その上に防水性のある透明フィルムドレッシング材を貼付する。 

●耳内流入防止方法 

・綿球を耳栓として詰め、防水性のある透明フィルムドレッシング材を貼付するなど、本剤が耳内に流入しない

よう配慮する。 

外皮用殺菌消毒剤「オラネジン」使用時のお願い 

 
注射薬の調製時、アンプル内の薬液が頭部に残っていないか確認し、アンプルカットしてください。 

（残っている場合、アンプルの頭部を指ではじくか、頭部をつかみ軽く回し振って薬液を落として下さい） 
特に麻薬、毒薬等のハイリスク薬の調製時には、ご注意ください。 

アンプル注射薬調製時の適正使用のお願い 

 

オーダ変更日 変更前  変更後 

2018.1.25 乳酸カルシウム → 乳酸カルシウム水和物「ヨシダ」 

2018.2.1 レベルボンシロップ 0.08% → ブロムヘキシン塩酸塩シロップ 0.08%「トーワ」 

 

 

 

オーダ名変更のお知らせ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

                        
 

◎献血ヴェノグロブリンIH5%静注 0.5g/10mL、5g/100mL、10g/200mL（一般名：人免疫ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝG）＜血漿分画製剤＞ 

【効能・効果】慢性炎症性脱髄性多発根神経炎（多巣性運動ニューロパチーを含む）の運動機能低下の進行抑制

（筋力低下の改善が認められた場合） 

【用法・用量】通常、人免疫グロブリン Gとして「1000mg（20mL）/kg体重を 1日」又は「500mg（10mL）/kg体重

を 2日間連日」を 3週間隔で点滴静注する。 

 

効能・効果追加のお知らせ 

 

 
麻薬の処方オーダの際には、「投与開始日」と「麻薬処方箋の交付年月日」、「施用簿の年月日」が一致するよ

うに記載してください。 
（交付年月日が過ぎた処方箋は、調剤ができませんので、十分にご確認ください） 
 

 
 

麻薬（注射薬）処方時の注意点について 

〈麻薬処方箋〉 

①  ② 
〈施用簿〉 

同じ日付けになるように、処方し、記載して下さい。 
施用簿の日付け内での投与開始が必要です（②と③の日付けは一致させる必要があります） 

③ 

                        
 

◎アシテアダニ舌下錠 100 単位、300 単位（一般名：治療用アレルゲンエキス）＜減感作療法薬＞ 
◎ミティキュアダニ舌下錠3300JAU、10000JAU（一般名：治療用アレルゲンエキス）＜減感作療法薬＞ 

【用法・用量】「成人及び 12歳以上の小児には、」の記載削除 

＊成人及び小児等に使用可能 

 

 

 

 

用法・用量変更のお知らせ 

  
            

オーダ開始日 緊急購入薬 対象診療科 

2018.1.27 
イブランスカプセル 25mg 二外科 

イブランスカプセル 125mg 二外科 

2018.2.14 ボシュリフ錠 100mg 三内科 

2018.2.22 グロウジェクト BC 注射用 8mg 小児科 

2018.2.24 ジスロマック錠 600mg 呼吸器内科 

 前回の DI EXPRESS No.86 でもお知らせしましたが、2018 年 1月 24日の薬事委員会において、緊急購

入薬の「患者を限定した医薬品オーダ（患者限定医薬品）のマスタ登録を行うこと」が承認されました。こ

れに伴い、2018年 3 月 1日以降に申請された緊急購入医薬品は患者限定でマスタ登録を行い、コンピュータ

ー上でオーダが可能となります。なお、今後の診療科限定医薬品のマスタ登録は中止しますが、今まで登録

された診療科限定医薬品については継続します。 
 
 

緊急購入薬の診療科限定オーダ開始のお知らせ 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
◎イナビル吸入粉末剤 （一般名：ラニナミビルオクタン酸エステル水和物）＜長時間作用型ノイラミニダーゼ阻害剤＞ 

  薬剤トレーを透明に変更 

◎オイパロミン 300 注シリンジ 100mL（一般名：イオパミドール）＜非イオン性尿路・血管造影剤＞ 

◎オイパロミン 370 注シリンジ 100mL（一般名：イオパミドール）＜非イオン性尿路・血管造影剤＞ 

 コード及び包装デザインの変更 

◎ガバペン錠 200mg（一般名：ガバペンチン）＜抗てんかん剤＞ 

 包装変更 

◎クロルヘキシジングルコン酸塩エタノール消毒液 1%「東豊」（一般名：クロルヘキシジングルコン酸塩）＜外用殺菌消毒

剤＞ 

 包装表示変更 

◎ジェイゾロフト錠 25mg（一般名：塩酸セルトラリン）＜選択的セロトニン再取り込み阻害剤＞ 

 包装変更 

◎セファゾリンナトリウム注射用 1g（一般名：セファゾリンナトリウム）＜セフェム系抗生物質製剤＞ 

 バイアル、ラベル、パッケージおよび包装仕様の変更 

◎ダイアート錠 60mg（一般名：アゾセミド）＜持続型ループ利尿剤＞ 

 個装箱およびラベルの表示変更 

◎ビビアント錠 20mg（一般名：バゼドキシフェン酢酸塩）＜骨粗鬆症治療剤＞ 

 包装変更 

◎フルメジン錠 1mg（一般名：フルフェナジンマレイン酸塩）＜精神神経安定剤＞ 

 識別コードの印刷インクの色調、PTPシートのサイズおよびデザインの変更 

◎ラジレス錠 150mg（一般名：アリスキレンフマル酸塩）＜直接的レニン阻害剤＞ 

 個装箱および PTPシートの表示変更 

◎ラボナ錠 50mg（一般名：ペントバルビタールカルシウム）＜催眠・鎮静剤＞ 

 個装箱およびラベルの表示変更 

◎レミッチ OD 錠 2.5μg（一般名：ナルフラフィン塩酸塩）＜経口そう痒症改善剤＞ 

 PTPシートの裏面デザインの変更、全てのポケットに含量表示を記載 

◎ロタリックス内用液（一般名：経口弱毒性ヒトロタウイルスワクチン）＜ウイルスワクチン類＞ 

 チューブ先端の形状の変更、形状変更に伴う開封方法が変更 

◎乾燥弱毒生水痘ワクチン「ビケン」（一般名：乾燥弱毒生水痘ワクチン）＜ウイルスワクチン類＞ 

◎ジェービック V（一般名：乾燥細胞培養日本脳炎ワクチン）＜ウイルスワクチン類＞ 

◎フルービック HA シリンジ（一般名：インフルエンザ HA ワクチン）＜ウイルスワクチン類＞ 

◎ミールビック（一般名：乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン）＜ウイルスワクチン類混合製剤＞ 

 個装箱のデザインの変更、GS1の表示削除 

 

 

包装変更等のお知らせ 

 
 
★「ハーボニー配合錠」偽造品流通事案と国の偽造医薬品対策について 

 平成29年１月に、国内において「ハーボニー配合錠」の偽造品が流通した事案が発生しました。 

本号では本事案の概要と平成 29 年 12月にとりまとめられた有識者検討会の報告書の概要について紹介します。 

 

医薬品･医療機器等安全性情報は、医薬品医療機器情報提供ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ（http://www. pmda.go.jp/）又は厚生労

働省ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.mhlw.go.jp/)から確認可能。 

医薬品・医療機器等安全性情報 No．350 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                        
 

◎オイパロミン300注シリンジ100mL、370注シリンジ100mL（一般名：イオパミドール）＜非イオン性尿路・血管造影剤＞ 

コニカミノルタジャパン株式会社→富士製薬工業株式会社 （在庫がなくなり次第） 

◎グリセオール注200mL（一般名：果糖、濃グリセリン）＜頭蓋内圧亢進・頭蓋内浮腫治療剤、眼圧降下剤＞ 

中外製薬株式会社→太陽ファルマ株式会社 （2018年4月2日） 

◎ジゴシン錠0.125mg、0.25mg、散0.1%、注0.25mg（一般名：ジゴキシン）＜ジギタリス配糖体製剤＞ 

中外製薬株式会社→太陽ファルマ株式会社 （2018年4月2日） 

◎セファメジンα注射用0.5g（一般名：セファゾリンナトリウム水和物）＜セフェム系抗生物質製剤＞ 

アステラス製薬株式会社→LTLファーマ株式会社 （2018年4月2日） 

◎ゾビラックス眼軟膏3%（一般名：アシクロビル）＜ヘルペス性角膜炎化学療法剤＞ 

グラクソ・スミスクライン株式会社→日東メディック株式会社 （2018年4月2日） 

◎ノイロビタン配合錠（一般名：オクトチアミン、シアノコバラミン、ピリドキシン塩酸塩、リボフラビン）＜その他の混合ビタミ

ン剤＞ 

アステラス製薬株式会社→LTLファーマ株式会社 （2018年4月2日） 

◎マグネスコープ静注38%シリンジ11mL、15mL（一般名：ガドテル酸メグルミン）＜環状型MRI用造影剤＞ 

富士製薬工業株式会社→ゲルベ・ジャパン株式会社 （2018年10月2日） 

◎ラジレス錠150mg（一般名：アリスキレンフマル酸塩）＜直接的レニン阻害剤＞ 

ノバルティスファーマ株式会社→株式会社オーファンパシフィック （2018年1月29日） 

◎リパクレオンカプセル 150mg（一般名：パンクレリパーゼ）＜膵消化酵素補充剤＞ 

EAファーマ株式会社→マイランEPD合同会社 （2018年4月1日） 

◎リピオドール 480 注 10mL（一般名：ヨード化ケシ油脂肪酸エチルエステル）＜リンパ系・子宮卵管造影剤 医薬品又は医

療機器の調製用剤＞ 

富士製薬工業株式会社→ゲルベ・ジャパン株式会社 （2018年10月2日） 

製造販売承認承継、販売移管のお知らせ 

 

 

オーダ中止日 薬剤名 理由 

2018.2.5 

ｱｲﾄﾛｰﾙ錠 20mg 一硝酸ｲｿｿﾙﾋﾞﾄﾞ錠 20mg「ｻﾜｲ」採用のため削除 

ｲﾐｸﾞﾗﾝ錠 50 ｽﾏﾄﾘﾌﾟﾀﾝ錠 50mg「ｱｽﾍﾟﾝ」採用のため削除 

ｳﾗﾘｯﾄ-U配合散 ﾎﾟﾄﾚﾝﾄﾞ配合散採用のため削除 

ｵﾙﾒﾃｯｸ OD錠 20mg ｵﾙﾒｻﾙﾀﾝ OD 錠 20mg「DSEP」採用のため削除 

ｶｿﾃﾞｯｸｽ OD錠 80mg ﾋﾞｶﾙﾀﾐﾄﾞ OD 錠 80mg「NK」採用のため削除 

ｼﾍﾞﾉｰﾙ錠 100mg ｼﾍﾞﾝｿﾞﾘﾝｺﾊｸ酸塩錠 100mg「ｻﾜｲ」採用のため削除 

ﾃﾞﾌﾟﾛﾒｰﾙ錠 25 25mg  ﾌﾙﾎﾞｷｻﾐﾝﾏﾚｲﾝ酸塩 25mg「EMEC」採用のため削除  

ﾐｶﾙﾃﾞｨｽ錠 20mg ﾃﾙﾐｻﾙﾀﾝ錠 20mg「DSEP」採用のため削除  

ﾐｶﾙﾃﾞｨｽ錠 40mg ﾃﾙﾐｻﾙﾀﾝ錠 40mg「DSEP」採用のため削除  

ﾐｺﾝﾋﾞ配合錠 AP ﾃﾙﾁｱ配合錠 AP採用のため削除   

ﾒｲｱｸﾄ MS 錠 100mg ｾﾌｼﾞﾄﾚﾝﾋﾟﾎﾞｷｼﾙ錠 100mg「OK」採用のため削除  

ﾘﾏﾁﾙ錠 100mg ﾌﾞｼﾗﾐﾝ錠 100mg「日医工」採用のため削除  

2018.2.7 
ｵﾒﾌﾟﾗｰﾙ注用 20 ｵﾒﾌﾟﾗｿﾞｰﾙ注射用 20mg「日医工」採用のため削除 

ｶﾞｽﾀｰ注射液 20mg ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ静注 20mg「日新」採用のため削除 

2018.2.19 乾燥ｶﾞｽえそｳﾏ抗毒素 在庫がなくなったため削除 

2018.2.21 

ｵﾑﾆｽｷｬﾝ静注 32%ｼﾘﾝｼﾞ 10mL ﾏｸﾞﾈｽｺｰﾌﾟ静注 38%ｼﾘﾝｼﾞ 11mL 採用のため削除 

ｼﾞｸﾛｰﾄﾞ点眼液 0.1% ｱｿﾞﾙｶﾞ配合懸濁性点眼液採用のため削除 

ﾀﾘﾋﾞｯﾄ眼軟膏 0.3% ﾀﾌﾟｺﾑ配合点眼液採用のため削除 

ﾉｲｱｰﾄ静注用 500単位 ｱｺｱﾗﾝ静注 600採用のため削除 

ﾙﾘｺﾝ液 1% ﾙｺﾅｯｸ爪外用液 5%採用のため削除 

ﾘｸｼｱﾅ錠 30mg ﾘｸｼｱﾅ OD 錠 30mg採用のため削除 

 

オーダ中止のお知らせ 



 

 

 

 

 

 
※DSU について：最重要、重要の情報を掲載しています。その他詳細情報については、医薬品・医療機器情報

提供ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.pmda.go.jp/)で確認可能 

 

 

成分名（薬品名） 主な改訂内容 

ｱﾘﾋﾟﾌﾟﾗｿﾞｰﾙ 
（ｴﾋﾞﾘﾌｧｲ錠、    

ｴﾋﾞﾘﾌｧｲ持続性水懸筋

注用） 
 

※重要な基本的注意 

…原疾患による可能性もあるが、本剤投与後に病的賭博（個人的生活の崩壊等の社会的に不

利な結果を招くにもかかわらず、持続的にギャンブルを繰り返す状態）、病的性欲亢進、

強迫性購買、暴食等の衝動制御障害があらわれたとの報告。衝動制御障害の症状について、

あらかじめ患者及び家族等に十分に説明を行い、症状があらわれた場合、医師に相談する

よう指導。患者の状態及び病態の変化を注意深く観察し、症状があらわれた場合、必要に

応じて減量又は投与を中止、適切な処置。 

ﾃﾘﾊﾟﾗﾁﾄﾞ 

（ﾌｫﾙﾃｵ皮下注ｷｯﾄ、 

 ﾃﾘﾎﾞﾝ皮下注用） 

   

※重要な基本的注意 

…投与直後から数時間後にかけて、ショック、一過性の急激な血圧低下に伴う意識消失、痙

攣、転倒があらわれることがある。投与開始後数ヵ月以上を経て初めて発現することもあ

るので、本剤投与時には以下の点に留意するよう患者に指導。 

1）投与後30分程度はできる限り安静にすること。 

2）投与後に血圧低下、めまい、立ちくらみ、動悸、気分不良、悪心、顔面蒼白、冷汗等 

が生じた場合には、症状がおさまるまで座るか横になること。 

 

※重大な副作用：意識消失 

…一過性の急激な血圧低下に伴う意識消失があらわれることがあり、心停止、呼吸停止を来し

た症例も報告。異常が認められた場合、適切な処置を行い、次回以降の投与中止を考慮。 

ｴﾄﾞｷｻﾊﾞﾝﾄｼﾙ酸塩水和物 

(ﾘｸｼｱﾅ錠、OD錠) 

 

※重大な副作用：間質性肺疾患 

…血痰、肺胞出血を伴う場合もあるので、観察を十分に行い、咳嗽、息切れ、呼吸困難、発

熱、肺音の異常等が認められた場合には、速やかに胸部Ｘ線、胸部CT、血清マーカー等の

検査を実施。間質性肺疾患が疑われた場合、投与を中止し、副腎皮質ホルモン剤の投与等

の適切な処置。 

ﾚﾝﾊﾞﾁﾆﾌﾞﾒｼﾙ酸塩 

(ﾚﾝﾋﾞﾏｶﾌﾟｾﾙ) 

 

※重大な副作用：急性胆嚢炎 

…無石胆嚢炎を含む急性胆嚢炎があらわれることがあり、胆嚢穿孔に至った例も報告されてい

るので、観察を十分に行い、異常が認められた場合、休薬等の適切な処置。 

☆Drug Safety Update No.266 より使用上の注意改訂のお知らせ 

改訂内容の重要度 ★：最重要 ※：重要 


